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WEBで投稿
できます

文
芸
ひ
ろ
ば

投
稿
作
品

　投稿作品（俳句・短歌・川柳）を募集します。9月3日火までに秘書広報課（〒315-8512上土田461）へお願いします。
※�応募多数の場合は掲載されない場合があります。また、【電話番号】【漢字にはふりがな】の記載をお願いします。
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問 観光課（霞ヶ浦庁舎）  
☎ 029-897-1111

霞ヶ浦でカヌー・SUP体験　～歩崎公園湖岸で開催しました～

歴
史
に
ふ
れ
る

加茂地区の
立木観音と石塔

広報かすみがうら　令和 6 年 8 月 20 日

　加茂字立木山に、立
た ち き

木観
かんのん

音（正式名称：立
た ち き さ ん

木山千
せん

手
じゅ

院
いん

密
み つ ぞ う じ

蔵寺）と呼ばれる小堂があります。元は規模
の大きいお堂があったそうですが、明治 30 年代に
火災に遭い焼けてしまいました。現在のお堂は、昭
和 28 年に再建されたもので、現在も、火災により
炭化してしまった仏像（観音様）が堂内に保管され
ており、その姿は一

いちぼくづくり

木造で 1m を超え、中世以前の
古い特徴が見られます。この観音様と歩崎の観音様、
崎浜の観音様は一本の巨木から造られたとする言い
伝えもあります。また、立木観音北側の山中には、
直径 40m 程の大きな円墳があり、愛

あ た ご つ か

宕塚と呼ばれ
ています。少し変わった形状をしており、仏教のシ
ンボルの輪

りんぽう

宝に似ていることから、立木観音との関
連も指摘されています。
　境内には、中世から江戸時代にかけて造られた多
数の石塔（五

ご り ん と う

輪塔・宝
ほうきょういんとう

篋印塔・六
ろくじぞうせきとう

地蔵宝幢など）の

部材が乱積されているところがあります。古い時期
に墓域があったことが想定されますが、その後どの
ような経緯で石塔がバラバラにされ、積み上げられ
たのかは分かっていません。その中に、四面に四天
王像が彫られた非常に珍しい層塔の一部が発見され
ており、部材の形状から 15 世紀頃のものと考えら
れます。また、境内の南側には弁

べんざいてん

才天を祀る池があ
り、弁

べんてんいけ

天池と呼ばれています。地元の方々の間で
は、弁天池の底に石塔が沈んでいることが知られて
おり、6 月 19 日に有志の皆さんにより立木観音の
歴史究明のため石塔の引き上げが実施されました。

　その結果、戦国時代から江戸時代までの石塔（五
輪塔・宝篋印塔など）の部材数十点が見つかり、作
業に参加した松

ま つ ば

葉薫
かおる

さんは「四天王の層塔の部材が
見つからなかったことは残念だが、立木観音に関す
る資料が増えたことが嬉しい」と語っていました。
問 歴史博物館 ☎ 029-896-0017

　7 月 28 日、歩崎公園の湖岸で市観光協会による
カヌー・SUP 体験会を開催しました。インストラ
クターの補助のもと、初めて体験する方も霞ヶ浦の
自然を堪能しながら、楽しい時間を過ごしていまし
た。栃木県から参加した方は「初めて霞ヶ浦に来ま
した。とても大きな湖でびっくりしました。カヌー
や SUP を通じて自然を堪能できとても楽しかった
です。また来たいです」と笑顔で語ってくれました。

　インストラクターをしてい
ただいた県障害者カヌー協会
代表の朝

あ さ ひ

日省
しょういち

一さん（市内在
住）は「参加した方にカヌー・
SUP を通じて、霞ヶ浦の良さ
を知っていただくことができ
て嬉しいです。今後もかすみ
がうら市が元気になれるよう
協力していきます」と語って
くれました。市では、定期的にカヌーや SUP など
の湖上アクティビティを実施しています。年齢問わ
ず楽しめるイベントですので、ぜひご参加ください。

引き上げの様子 引き上げられた石塔
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ゆっくり本を楽しむ

今月のおススメ

もりへぞろぞろ
村田喜代子／作
近藤薫美子／絵

作りおき＆
朝７分お弁当３１２
倉橋利江／著

問 図書館 ☎ 029-897-0647

ホームページでは、利用案内や図書検索
など図書館の情報を掲載しています▶

■休館日：�月曜日（祝日の場合はその翌日）、
図書整理日

◎お話会：9 月 14 日土午前 10 時 30 分から

　夏休みも後半戦となる８月。１年で最も暑い季節は、まだまだ続きそうです。
　今月は、これからも猛威を振るうであろう暑さとの共存をテーマに「自然」と

「日常」の２つの角度からおすすめの作品をご紹介します。

作りおき＆朝７分お弁当３１２
　毎日のお弁当は、平日の朝７分で作
れる１品と作り置きのおかずで決ま
り！キッチンで汗をかく時間を短縮し
てラクをしましょう。肉・魚・麺など
メイン食材で選ぶもよし、冷蔵庫にあ
る食材のレシピを索引から探すことも
できます。冷凍・冷
蔵・解凍の方法から
お弁当箱のサイズに
合わせた詰め方まで、
手早くおいしく作る
コツがひと目でわか
る頼もしい一冊です。

もりへぞろぞろ
　ある山の中、動物たちは仲間を助け
るため、病気が治るといわれる森へ向
かいます。山のずっと奥深く、怖いも
のがいっぱいいる暗い森へぞろぞろぞ
ろ。動物たちの大行列が細部まで色鮮
やかに描かれたページをめくると、そ
こには読み手にま
でひんやりとした
空気が流れる真っ
暗な森。目に見え
ないものの存在と
自然への畏

い ふ

怖を感
じる絵本です。 偕成社 新星出版社

図書館ボランティアのご案内
◉��毎月第 2 土曜日に「石のスープの会」に

よるお話会を開催しています。
◉��「つくしんぼ」は、児童クラブ・保育所

などへ読み聞かせを行っています。
◉��広報や図書の音訳ＣＤ作成「朗読ボラン

ティアせせらぎ」、図書整理「ひばりの
会」、本を通して交流を深める「読書会」
も活発に活動中。

2024年 September

日 月 火 水 木 金 土

1 2
■

3 4 5 6 7

8 9
■
10 11 12 13 14

◎
15 16 17

■
18 19 20 21

22 23 24
■
25 26 27

■
28

29 30
■

9 月 図書館カレンダー

朝日省一さん

市の観光やイベン市の観光やイベン
ト情報は、市観光ト情報は、市観光
協会ホームページ協会ホームページ
をご覧ください。をご覧ください。

インストラクターの皆さん
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